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Shinseisaku is an art organization in which artist Genichiro Inokuma aims to unify art through architecture, painting, and 

sculpture. The founder of the Department of Architecture is a central figure in modern architecture. Why did the architects who 

laid the foundation of modern architecture seek to collaborate with art? In this study, I investigate the activities of the founding 

members of the Architecture Department of Shinseisaku in new production exhibitions, and clarify the possibility of finding the 

unification of architecture and art. To target 1968 from 1949. 

 

１．研究目的・手法 

 新制作協会は美術作家の猪熊弦一郎が建築，絵画，彫

刻の協働による芸術の統一を目指した美術団体である．

建築部の創設会員には池辺陽，岡田哲郎，前川國男，丹

下健三，吉村順三，山口文象，谷口吉郎，剣持勇（以後

創設会員）といった戦後，日本の近代建築を推進させた

中心的建築家が属しているが、なぜ純粋芸術との協働

を模索したのか．本研究では，新制作協会建築部の創設

会員による新制作展における活動を調査し，建築と純

粋芸術の協働に見出そうとした目的を明らかにする．

建築部が存在していた 1949 年から 1969 年の展覧会と

当時の批評、協働に関する言説を対象とする。 

２．新制作協会建築部の創設と原点 

 新制作協会は猪熊弦一郎を筆頭に当時（1936 年）帝

展で活躍していた洋画家７名によって，官展に関与せ

ず独自の芸術活動を行うべく結成された．1949 年に建

築部が創設された際の宣言では，人々の生活の中で芸

術が深められる必要性を建築との協働に求めており⁽¹、

協会発足時との違いがうかがえる．自由を求める姿勢

が芸術の統一という目標に昇華されたといえるが，変

化の要因は，戦時中に相模湖の疎開先で芸術家が集ま

った際，山口文象との親交があり，相模湖芸術家村構想

を計画している事だと考えられる．猪熊と山口の対談

より⁽²純粋に芸術を楽しむことが語られており、芸術

の統一の原点をここにみる。 

３．新制作展における建築部の作品と特徴，動向 

展覧会批評では、はじめこそ建築家による自由な表

現の場として評価されていたが，会員による建築の展

覧会活動の不勉強さによる家具偏向と建築作品の低調

を指摘されている．展覧会そのものに対する批判が多

く、建築家の非参加と衰退を指摘しているが，丹下は第

一回から展覧会形式に異を唱え，前川は早期に脱退し

ている．谷口や池辺はその後も出展を続け，多分野との

協働を発表している．また、発足の段階でむしろ家具や

インテリアという方向に広げるべきだとの結論まで出

ている．⁽³これらのことから，指摘は会員にとっては想

定内だった考えられ，雑誌等による展覧会批評は，建築

部発足の経緯や背景を汲んだうえでの作品批評が行わ

れていない．各会員の出展作品は純粋芸術もしくは他

分野と建築の協働による可能性を示唆するものであり，

展覧会は活動を広く知らしめる場として重要な役割を

担ったといえる．また，建築部の発足は美術作家側から

の懇願があったと述べられており⁽⁴，他の部からは建

築部の構成員と実作において協働ができたことに感謝

されいる．新制作協会に建築部があったからこその親

交と実績が生まれていることから，新制作協会建築部

またそれに伴う展覧会は，建築史，美術史，両方にとっ

て重要な存在であったといえる． 

４．おわりに：協働の目的とその可能性 

 美術作家との協働によって都市計画，新たな造形美

の獲得，といった異なった可能性が見出されたり，協働

を通じて建築，芸術を問う姿勢などが見られるが，各建

築家に共通することは，機能主義，合理主義から脱却す

る契機としての新制作協会であり、活動の発表の場と

しての展覧会であったと考えられる。 
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表１：新制作展（建築部）が開催されていた年代（1949 年－1969 年）における猪熊弦一郎と創設会員の活

※▲新制作展出品作品 △美術作家などが関係する作品 ◎活動 

年代 猪熊弦一郎 山口文象 谷口吉郎 前川國男 吉村順三 丹下健三 池辺陽 岡田哲郎 展覧会批評

1949

◎新制作派協会建築部を創設 ▲高松市近代美術館、小教会堂

（東京）

▲慶応義塾大学四号館、藤村

墓、藤村記念堂

△慶応義塾大学第三校舎（四号

館）（壁画：猪熊弦一郎、彫

刻：菊池一雄）、島崎藤村墓所

（企画：野田宇太郎）

▲小教会堂（東京） ▲解体家具（椅子3脚・卓子・本

棚）、フロアーラムブ

◎東京芸術大学建築科助教授

▲広島の都市計画とその平和記

念建築

□『建築・彫刻・絵画の統一に

ついて－新制作派協会展に関連

して』新建築

□『現代建築家の選ぶ道　前川

國男「紀伊国屋書店」批判』

NAUM

◎東京大学第二工学部助教授

▲ブラジル会館案 協会による絵画・彫刻といった純粋芸術と建築の統

合、あるいは協力関係を結ぶための強い意志が短い

文章の中に現れている。戦後復興という記載はない

が、協働による文化創造を社会の中で深めていこう

とする姿勢がうかがえる。※１

1950

▲真鍮網による椅子と格子型の

スツール

▲久ケ原教会堂、食卓と椅子の

セット

△久ヶ原教会（推薦：猪熊弦一

郎）

▲慶応義塾大学学生ホール、慶

応義塾中等部校舎

□『学生の青春に捧ぐ』新建築

／『壁画と建築』芸術新潮／

『彫刻と建築』新建築

▲鎌倉現代美術館、デスクと椅

子

▲ソファ、イージーチェアー、

ティーテーブル、子供用椅子

▲広島平和都市、広島チルドレ

ンズセンター、上野動物園水族

館等

◎三越の展覧会でイサムノグチ

の作品を見て、広島の計画に参

加してもらうことを嘆願する。

▲キッチンユニット・住宅 ▲銀座不二越ビル

建築の展覧会として機能主義の議論を交わされる場

ではなく、絵画、彫刻と共に建築や家具が洗練され

た姿を鑑賞し、純粋に楽しむ場としての新制作派協

会建築部の活動を期待されていることがわかる。※

１４

1951
▲テーブルと椅子

△国鉄上野駅中央改札の壁画

「自由」

▲ナハ外人施設設計（草案）、

関東学院講堂（横浜）（草案）

▲佐々木小次郎の墓、万来舎

（慶応義塾大学）

△慶応義塾大学第二研究室（新

万来舎）（協作：イサムノグ

チ）、佐々木小次郎の碑、原民

喜誌碑

□『佐々木小次郎の墓』新建築

◎第八回CIAM総会（都市のコ

ア）に参加

▲円形の椅子・キャンバス調の

椅子、戸棚と二つの使い方をす

る椅子

◎第八回CIAMにて広島計画を発

表／マチスに会いに行く

▲写真・図面 ▲武蔵野観光旅館（箱根宮ノ

下）（模型）

建築部が展覧会に出品してから三回目で見切りをつ

けられてしまった。どの記事を見ても「家具作品の

展示会」「家具展」「建築作品の低調」といった意

見がなされ、もはや芸術の統合が問題ではなく、建

築の展覧会の難しさが指摘されている。※１５

1952

▲寝椅子 ▲グレセット記念講堂（関東学

院三春台講堂）、高橋周桑の住

居とアトリエ、実験第一号実

物、リビングルームセット、

ローコストハウス、子供室セッ

ト

◎協同設計体ＲＩＡグループを

結成

▲新茶室、慶応義塾普通部

△兒島喜久雄墓碑

▲食堂家具

▲広島平和会館の内記念陳列館

と慰霊碑、第8回CIAM出品広島

計画

△広島平和会館原爆記念陳列館

（慰霊碑案：イサムノグチ）

□『建築絵画彫刻のレ・ユニオ

ン』アトリエ／『建築と絵画の

協力について（２）－壁画・そ

の他－』美術手帖

▲２戸建住宅、N市に建つ連続

店舗

▲レストラン（日比谷公園内） 清家清と明石信道による対談。山口のローコストハ

ウスに絵画部門のどの絵も合わないことを指摘し、

展示方法、企画内容すべてにおける協会へのレジス

タンスと捉えた。それ以上に、協会内の芸術家が山

口の展示内容に意見を言わなかったことに「内部が

案外のほほんとしていると考えれば芸術家というも

のは神経がこまいが、とんがらないことに値打ちが

あるかもしれない」との見解を示し、その上で山口

の企画を褒めている。※１６

1953

▲テーブル、椅子（３）、アケ

サイドテーブル、サイドテーブ

ル

▲大日本製糖株式会社堺工場、

大久保邸、土田邸、太田公会

堂、あるファッションショウの

ための舞台装置

◎RIA建築綜合研究所

▲科学博物館理工学館、石川県

繊維会館模型

△十和田記念碑、佐藤春夫詩碑 □『日本新建築の課題』国際建

築

▲椅子

△東山魁夷邸（東山魁夷）

▲旧東京都庁舎、松山市体育

館、外務省庁舎計画案

△自邸（照明：イサムノグチ、

寝椅子：猪熊弦一郎）

▲N市公会堂、住宅No.14 No.15

□『No．１４／No．１５』新建

築

▲武藤野（箱根）、濤泉郷（伊

東）

厳しい指摘はあるものの作品に対する批判がなされ

ており、これまでの建築の展覧会批判ではないこと

がうかがえる。建築家による家具がオブジェになっ

ていることを指摘されている中、猪熊の家具に対し

ては高い評価を行っている。※１７

1954

▲居間の家具 ▲耳聶先生の墓、神奈川大学

模型・図面、居間と食堂の家具

△大日本製糖工場（企画：新制

作）、聶耳記念碑

▲東京工大記念講堂　図面・模

型・写真、国立科学博物館・理

工学館　図面・模型・写真

△高田保墓碑、森鴎外詩碑、薄

田泣菫詩碑、石橋家墓所

◎株式会社ミド設計研究所設立 △ニューヨーク近代美術館に書

院造

□『広島平和会館－野口イサム

の慰霊碑について－』新建築

▲ユニットキッチン（実物）、

住宅No.20　写真

□『住まい』

▲Dビルディング(日本橋）　図

面・模型・写真、教会（西久

保）図面・模型・写真

三者による協働を図ろうとしている協会での交流が

展覧会に表れていないことを指摘している。協働の

理念と展覧会という活動のギャップが建築作品の低

調と家具偏向に表れているとしている。※１８

1955

◎アメリカ経由でパリに行くは

ずがアメリカに移住

▲緑の家、神奈川大学校舎

□『設計者の言葉』新建築

▲セメント工場、高田保の墓

碑、薄田泣董の詩碑

△新聞功労者顕彰碑(自由の群

像)

□『記念の造形』新建築

△国際文化会館（旧岩崎邸庭園

はそのまま）

▲印刷工場 ▲イス試作2題、力学的曲面と人

間の動作との関係

□『「日本的デザイン」といか

に取りくむか』新建築／『快楽

主義への傾斜とたたかう　住ま

いという芸術の本質』新建築

◎モデュラーコーディネーショ

ン活動を展開

展覧会形式で建築を示せなくとも熱意が失われてい

ることを指摘されている。また、家具を出品するに

しても、絵画、彫刻と同じように鑑賞者に問いかけ

る姿勢が表れていないことを指摘されている。芸術

の統合化ではなくデパート化であると決めつけられ

ている。※１９

1956

▲モルビル ▲セメント工場、志賀直哉邸

△木下杢太郎詩碑、幸田延音楽

碑

◎協会を脱会 □『建築と現代芸術』現代芸術

入門

▲住宅No35　模型・図面、事務

椅子

□『綜合的方法論の基盤とし

て』建築文化

意欲的でないことを指摘されている。※２０

1957

▲神奈川大学図書館 ▲木下杢太郎碑

△弟橘媛歌碑

△岡山県庁舎 △旧東京都庁舎（陶板：岡本太

郎、棚：シャルロット・ぺリア

ン）

▲円の研究（食卓と食事イス）

□『自然と融合する建築』国際

建築

剣持勇は創設者たちの出品は若い人々に対して野心

と勇気を与える契機となったと評価しているが、意

欲を欠く姿勢は否定できないとしている。※２１

1958

△香川県庁舎の陶画「和敬清

寂」

◎香川県県庁舎の設計に丹下を

推薦

▲工場A、工場B、ダイニング

チェアー、イージーチェアー、

ティーテーブル

▲島崎藤村記念館、慶応義塾発

祥記念碑、おとたちばな姫歌

碑、石橋家の墓、幸田延音楽

碑、戦没者墓苑

△慶應義塾発祥記念碑、第四高

等学校寮歌記念碑(南下郡の碑)

▲モテルのレストラン △香川県庁舎（壁画：猪熊弦一

郎）、旧草月会館（勅使河原蒼

風）

▲東山会館　模型１点、図面４

点

建築、絵画、彫刻の統一の意気込みを失っており、

年々退却してきたが総崩れに近い会になってしまっ

たと批判。次の世代に活躍を委ね、一新されるこ

と、建築部自体の身の振り方を問われている。※２

２

年代 猪熊弦一郎 山口文象 谷口吉郎 前川國男 吉村順三 丹下健三 池辺陽 岡田哲郎 展覧会批評

1959

◎ル・コルビュジェの建築を日

本に作るために西洋美術館の設

計に推薦、前川とつながる

▲リヴィングファーニチャー

セット

▲東宮御所

△解体記念碑、蘭学記念碑、千

鳥ヶ淵戦没者墓苑（陶管：内藤

春治）

△世田谷区民会館・世田谷区役

所（レリーフ：大沢昌助）

▲都庁 ▲日本楽器国際見本市出品ディ

スプレイK氏住宅

低調ではあるが生彩を取り戻した感があるとしなが

らも家具作品に対する見解であり、建築作品には触

れてもいない。※２３

1960

▲家具セット ▲東宮御所

△八火翁光永星郎之碑、火野葦

平文学碑

△京都会館（壁画：近藤茂） ▲スタンド　３ツ 記事なし

1961

△東京文化会館（音響拡散体：

向井良吉、流政之）、岡山県総

合文化センター（壁画：ルー

チョフ・フォンタナ、レリー

フ：山縣壽夫

△東京計画1960

□『芸術の統合をめぐって』近

代建築

▲藤椅子 会場を埋めることすらできない状態。※２４

1962

▲石打観光ホテル、新制作座文

化センター

△美術家聯盟会館

△文京区立鴎外記念本郷図書館

（レリーフ：高田博厚）、ホテ

ルオークラ東京本館メインロ

ビー（装飾織物：富本憲吉）、

新渡戸稲造記念碑、資生堂会

館、日夏耿之介詩碑、森鴎外文

学碑

△神奈川県立青少年センター

（緞帳：杉山寧）

□『芸術家の歩む道』建築夜話

◎東京芸術大学建築科教授 △日南市文化センター（緞

帳：？）

観覧者に訴えかけることができなければ展覧会にお

ける建築部門の存在意義はないとしている。この年

以降、どの雑誌にも建築部の掲載はない。※２５

1963

△永井荷風文学碑、田邊元墓

碑、吉川英治墓所、石井漠「山

を登る」記念碑 ▲洋服ダンス

1964

△新制作座文化センター（企

画：新制作）

▲オリンピック東京大会

△室生犀星文学碑、名古屋大学

古川図書館（ステンドグラス：

脇田和）

△弘前市民会館（ステンドグラ

ス：佐野ぬい、緞帳：棟方志

功）

□『文明と建築』建築年鑑

□『新宮殿の設計について』新

建築

△香川県立体育館（剣持勇：家

具）、国立屋内総合競技場（彫

刻：岡本太郎、志水晴児、他）

▲東京大学鹿児島スペースセン

ター

1965

△正宗白鳥文学碑、尾崎士郎墓

所、乗泉寺（モザイク壁画：海

老原喜之助、鉄板画：棟方志

功）、良寛記念館、博物館明治

村（企画：野田宇太郎）

◎明治村にて野田の発案によ

り、文学者の旧家を移築

□『建築と設計－私はなぜ新宮

殿の設計から手を引くか－』朝

日ジャーナル

▲自然と人間との共存計画の一

部

1966

△帝国劇場のステンドグラス

「律動」、彫刻的オブジェ「熨

斗」及びライティング

△帝国劇場（ステンドグラス：

猪熊弦一郎、彫刻：本郷新、仮

面：加藤唐九郎）

△愛知県立芸術大学（妻面の壁

画：片岡球子）

▲科学衛星のための建ちく

□『特殊解と一般解 宇宙科学研

究のための建築群 』建築文化

1967
△斎藤茂吉記念館（推薦：今泉

篤男）

▲生活のパッケージ・シズニッ

ト

1968

□『思想と現実の狭間における

建築家の意識』都市住宅

□『私の建築観について』建築

家／『もうだまっていられな

い』建築雑誌

△皇居新宮殿基本設計（壁画：

東山魁夷

▲Hox75（折りたたみ住宅）

1969

△東京国立近代美術館（彫刻：

イサムノグチ）、鴎外遺言碑、

小説徳川家康記念碑、文学者之

墓

▲集合住宅

人々の生活の中で芸術を深めていく、そのためには絵

画・彫刻・建築による協働が必要不可欠である※１

吉村順三に相談「弦ちゃん、ニューヨークへ行ったら、

君の好きなものがいっぱいあるよ」私の心はそれで決

まった。※２

丹下の広島、香川での活動からその後の活躍は新制作と

つながっていることを語る※３

「コルビュジェは私が勧め

たんです。（中略）それで

国立西洋美術館が実現して

前川さんがやったわけです。

アイデアは僕の内でコル

ビュジェに頼むということ

は決まっていたわけで

す。」この後に前川が新制

作に所属していたことの縁

が重要であったことを語る。

※４

建築と絵画が分離したのは画家がアトリエに閉じこもり、建築

は工学的な実用物の中にとどまったから。

困難を共に乗り越えてこその協働である。※５

建築家谷口吉郎、彫刻家イサムノグチの深い友情、父ヨネノグ

チが40年教職を務めた学校という思い、全てが融合した新しい

造形詩としての彫刻と建築の協力による試作。分離したもので

はなかった。「暑い夏の昼も夜もいろいろと熟考し合った」。

慶応義塾の校舎群は「三田の丘の上の造形交響曲」万来舎もそ

のシンフォニーの一章。※６

形見の造形は、機能を乗りこえて「いのち」を発する。消え失せることとは第4次元だけが、未来、現在

から、過去へ続く。思い出とは過去からおくられた尊い贈り物。だから消え失せることは、よみがえるこ

とである。墓碑の造形とは故人の生涯、また残した作品を象徴するための造形である。※７

サンテグジュペリの言葉を

引用し、デザインは加算で

はなく減算であると語る。

大衆の生活の歴史を勉強し

たい。※８

合理性を批判し「人間の生

活、住人の心理を寸法に

よってあらわすのが設計で

ある」と主張する。建築が

様々なものに有機的な統一

をあたえる芸術である以上、

一人の設計者が終始責任を

持たねければならない。宮

内庁はそれをさせなかった。

※９

創造的な世界では建築、絵画、彫刻は一つでありそれを

modernismという。その上に様式が支配し、様式を通じて一つ

であろうとする。これをrealismと呼ぶ。

芸術の場面が異なる建築、絵画、彫刻が展覧会形式によって展

示されることに疑問を感じている。だが、展覧会は失敗だった

としながらも統一を考えている。※１０

芸術家は協働に消極的であることを指摘。対社会を掲げ、設計

が始まる最初から参加するべき。建築家の明確な意識、参加す

る画家が芸術家として近代を通過し、しかも民族文化に対する

洞察を持ったものを壁画に描く場合には要求する。それをはっ

きりと認識している美術作家との結合が行われるのが理想であ

り、そうして統一がなされる。※１２

彫刻、絵画は教会や館から額縁や柱型をそのまま持ち出して展

覧会会場に、額縁芸術として立てこもった。より大衆へ向かっ

たひとはコマーシャルの餌食に、孤高を持して額縁芸術を守ろ

うとした人は社会的な不安を抱えている。三者の協働が必要で

あり、アクロポリスやアゴラを引用し、統合を可能にするのは

都市計画であると主張する。※１１

東京文化会館における協働を多角的に捉えながらも芸術の統

合はどう果たされるかについて議論がなされている。岡本太

郎は芸術家が設計の最初から参加し、建築家と芸術家が対決

する中で統一が図られるとしている。これに対して丹下は同

意しながらも、スケールの違いから建築全体の構築は建築家

に任せて、絵画や彫刻が影響を及ぼす空間において芸術家の

参加を求めている。与えられた空間をあてがわれたと捉える

のではなく、そこにおいて対決がなされることで建築全体に

波及する。その際、建築家側から出される条件を芸術家側は

制約と捉えてはいけない。条件に対する討議が行われること

で協働がなされ、統合に昇華されると考えている。※１３

大衆の「財布に見合う」か

かどうかという点は、「近

代建築」の貴重な「初心」

であったし、近代的建築家

は「人間的欲求」の正しい

代弁者でなければならなっ

かた。※26

住居が芸術として存在する

意味はすべてが生きるため

に役立つこと。芸術は付加

要素ではないことがピラ

ミッド、タージマハルから

言えよう。歴史的観点はあ

らゆる自然の中で人間が

立っていたという人間の立

場と現在の時代の仕事を結

びつけることである。芸術

は常に自然と原始的な段階

での人間の生活を意識する

ことによって、新たなる生

命を得ている※２７

宇宙研究は歴史に前例が少

ない特殊性を持つが、特殊

問題の特殊性を追求するこ

とが一般会へとつながる。

ここで住居建築と結びつき、

先が見えない計画は都市計

画へとつながる。※２８
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